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わたしたちの周りの花壇やプランターを彩る花々。皆さ
んは何種類くらいの花の名前をご存知ですか。ベゴニア、
サルビア、マリーゴールドが夏場の花の御三家といったと
ころ。市内の小中学校の花壇などでもおなじみです。表紙

はこれらの花の手入れをする子どもたち。植え替えを前に、
文字通り最後に一花咲かせてやろうと懸命の手入れ。次に
植えられるパンジーなど冬場の花たちも、きっとこの笑顔
のような花を咲かせてくれるはずです。
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歴史と伝統文化の
まち・成田。市内に
は、歴史ある文化財
が多数あります。

●41回●

豊住工業団地の北側に広がる南羽鳥遺跡群（現在ゴルフ
場）は、人頭形土製品やムササビ形埴輪など、過去に類例
がない出土品で全国的に有名になりました。いずれもお
墓に副葬された品々ですが、同遺跡群の南羽鳥タダメキ
第2遺跡や谷津堀遺跡A地点は、弥生時代のお墓や独特の
土器文化をうかがうことができる数少ない遺跡です。
市内で見られる弥生時代のお墓は大きく分け二つあり
ます。一つは棺のまわりに溝が四角形にめぐる
「方形周溝墓

ほうけいしゅうこうぼ

」と呼ばれるもの。もう一つは土器自体が棺
の役目を果たし、それを穴に埋める「土器棺墓

ど き か ん ぼ

」といわれ
るものです。前者は西日本から伝わった新しい埋葬方法
で、市内では押畑子

ね

の神
かみ

城址遺跡で初めて確認され、そ
の後南羽鳥タダメキ第2遺跡でも発見されました。後者は
縄文時代から見られ東北地方南部から下総地域を中心に
特徴的に見られるもので、白骨化してから骨だけを改め
て壺に入れたもので、南羽鳥タダメキ第2遺跡、南羽鳥
谷津堀
や つ ぼ り

遺跡、芦田桐ヶ崎
きり が さ き

遺跡などで確認されています。
このように南羽鳥タダメキ遺跡から発見された新旧二
つのお墓は、弥生時代中期後半、今から約2,000年前にほ
ぼ同時期に造られたということが注目される点です。さ らに出土した土器を見てみると、茨城県などに分布の中

心がある土器の一部と東京湾沿岸地域を主体とする土器
の一部を組み合わせて一つの棺を作り、その上に別の土
器を蓋としてかぶせて埋葬された例もありました。また、
谷津堀遺跡の土器棺墓は両地域の土器の形や文様の特徴
を取り入れた折衷型ともいえるもので、弥生時代後期に
なるとこの折衷型が中心を占めるようになります。
このように印旛沼周辺は、中期後半から土器の流通や
婚姻などを通して活発で密接な交流があった地域と考え
られています。そして、残された遺跡からは、西からの
新しい文化と北関東地方の文化とを融合させながら独自
の文化を築いた、わたしたちの祖先の暮らしをうかがい
知ることができます。

約2,000年前の印旛沼周辺の弥生土器の成立過程

（写真・左）下半部は北関東、上半部は南関東の土器を組み合わせている（南
羽鳥タダメキ第2遺跡）
（写真・右）南羽鳥谷津堀遺跡A地点出土の土器棺墓

2,000年前の印旛沼周辺地域 

両方の土器の特色
をもつ印旛沼周辺
の土器

南関東地方の土器

北関東地方の土器

西関東地方の
土器




